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複雑性尿路感染症 に対す るCefotaximeの 使用経験
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長崎大学病院泌尿器科に入院 した慢性複雑性尿路感染症 を有す る20症 例にCefotaximeを1日2g,

朝 ・夕点滴静注,5日 間の投与 を行 い,著 効3例(15%),有 効6例(30%),無 効11例(55%)の 結

果であ り,有 効率は45%で あ った。 この うち単独感染例では44.4%,混 合感染例では455%の 有効

率であった。副作用は1例 にGOTの 上昇がみ られたが1週 後 には正常に復 し,そ の他の副作用 はみ ら

れなか った。

本薬剤は慢性複雑性尿路感染症 に対 して,45%の 有効率を得た。 これは満足すべ き効果であると思わ

れる。

泌尿器科領域において,複 雑性尿路 感染症はその基礎

疾患を除去 しない限 り感染症 を制圧す る こ と はで きな

い。しかし近年 カテーテル留 置あるいは尿路基礎疾患を

除去し得ない症例 も増加 し,長 期にわた る化学療 法を余

儀なくされる場合 もある。 その際に使用 され る抗菌剤は

督毒性,そ の他副作用の少な いものが望まれ るわけで あ

るが,最 近新 しい半合成 セフ ァロ ス ポ リ ン剤 で あ る

Cefotaxime(HR756,CTX)が フラ ンス・ルセル社によ

り合成さ馬,ド イツ・ヘキス ト社 との共 同で開発 された。

CTXはFig.1の よう怨構造式 を有 し・そ の毒性は他の

セファロスポ リン剤 と同様に少ないと云 う。

われわれは慢性複雑性尿 路感染症 に対 して,本 剤を使

Fig. 1 Chemical structure of cefotaxime

Sodium 7-[2-(2-amino-4-thiazolyl)-2-methoxyimino-
acetamido] cephalosporanate

用する機会を得 たので報告す る。

I. 対象 ならびに方法

長崎大学病院 泌尿 器科の昭和53年10月 か ら54年3

月までの入院患者 で慢性複 雑性尿路感染症を有す る20

例を対象とし率 。

症例の内訳はTable 1に 宗す ように,男 性16例,

女性4例 であ り,年 齢 は23歳 ～83歳,平 均56歳 。慢

性膀胱炎10例,慢 性腎孟腎炎10例 であ った。尿路 の合

併症は慢性膀胱炎群では膀胱腫瘍術後5例,前 立 腺 肥

大症3例,前 立腺癌2例 で あ り,慢 性 腎孟腎炎群では

VUR 2例,水 腎症2例,腎 痕 術後2例 ,尿 管皮膚瘻術

後2例,腎 結 石,尿 管結石各1例 であった。

薬剤の投与方法 は,全 例にCTX1日29,朝 ・夕点

滴静注,5日 間投与 とし,投 与前後 の尿所見 と尿 培養所

見によ りUTI薬 効評価基準(第II版)1)に 従 って判定

した。

II. 成 績

Table 1に 示 す よ うに 起 炎菌 に つい て は,S.marce-

scehs 15株,P.aeruginosa 2株,P.rettgeri 1株,

P,vulgaris 5株,P.mifabilis 1株,E.coli 2株,

S.faecalis 3株,P.morganii 3株,Flavobacterium

sp.1株,Citrobacter 1株,S.aureus 1株,β-Stre-

ptococcus 1株 で あ った 。治療 前後 に分 離 され た 菌 株 の う

ちMICが 測定 さ れ た も の はTable 2,3に 示 す と お り

であ る。も っと も多 く分 離 され たS.marcescensに つ い

てみ ると,治療前 に分離 された ものは0.39～12.5μg/m1

のMICを 示 し,治 療後 に分離 された ものは1.56～12.5

μg/mlに 分布す るが,1株 のみ100μg/ml以 上の耐性

を示 した。

臨床効果 はTable 4,5に 示す ように,著 効3例(15

%),有 効6例(30%),無 効11例(55%)で あ り,著

効+有 効の有効率は45%で あった。 また,慢 性膀胱炎

群で は有効率50%,慢 性腎盂腎炎群では有効率40%で

あった。 また,単 独感染群で の有効率は44、4%,混 合

感染群では有効率45.5%で あった。

III. 副 作 用

副作用 について は,検 血,生 化学検査 において,1例
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Table 2 Sensitivity distribution of clinical isolates to cefotaxime (before treatment)

Table 3 Sensitivity distribution of clinical isolates to cefotaxime (after treatment)

に投与後GOTの 上昇 がみられたが,薬 剤投与終了後1

週 目には正常域に復 した。 その他特別な副作用 はなか っ

た(Fig.2)。

IV. 考 察

複 雑性尿路感染症の治療を行 う上では,そ の基礎疾患

がある限 り感染症を制圧す ることはで きない。基礎疾患

を手術的に除去す ることが可能な らばその術前 に無菌状

態 にす ることが望ましい。 しか し完全に無菌状態 にとな ら

な くとも感染の増悪を防止 してお く必要 がある。 この よ

うな場合使用する薬剤は腎毒性をは じめとし,副 作用の

で きるだけ少 いものが望ま しいわけで ある。今回われわ

れに慢性複雑性尿路感染症20,例に対してCTXを 使用

した結果45%の 有効率を得た。本剤はほぼ満足できる

抗生剤であると思われる。

(分離菌のMIC測 定は栄研環境科学研究所に依頼し

た。)
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Table 4 Overall clinical efficacy of cefotaxime in complicated UTI

Table 5 Overall clinical efficacy of cefotaxime in single and mixed infections

Fig. 2 Laboratory findings before and after

administration of cefotaxime 文 献
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20 patients with complicated chronic UTI were treated with cefotaxime (HR 756, CTX) and following

results were obtained.

I. The results were excellent in 3 (15%), moderate in 6 (30%) and poor in 11 patients (55%).

Overall effectiveness rate was 45%.

2. As a side effect with this drug, the rise of s-GOT was observed in one case, but it recovered

normal value after 7 days.


